
平成22年9月期 第2四半期決算短信 

平成22年5月10日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 ＯＢＡＲＡ株式会社 上場取引所 東 

コード番号 6877 URL http://www.obara-g.com/
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 持田 律三

問合せ先責任者 （役職名） 取締役 （氏名） 小原 康嗣 TEL 0467-76-2000
四半期報告書提出予定日 平成22年5月14日 配当支払開始予定日 平成22年6月9日

1.  平成22年9月期第2四半期の連結業績（平成21年10月1日～平成22年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年9月期第2四半期 11,772 △9.2 414 ― 559 ― △657 ―

21年9月期第2四半期 12,969 ― △68 ― △231 ― △925 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年9月期第2四半期 △33.82 ―

21年9月期第2四半期 △46.77 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年9月期第2四半期 29,447 18,857 61.0 924.52
21年9月期 26,592 19,098 69.0 944.23

（参考） 自己資本   22年9月期第2四半期  17,964百万円 21年9月期  18,347百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  

平成21年９月期 第２四半期末の配当金の内訳 ： 普通配当20円 設立50周年記念配当10円 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年9月期 ― 30.00 ― 10.00 40.00

22年9月期 ― 10.00

22年9月期 
（予想）

― 10.00 20.00

3.  平成22年9月期の連結業績予想（平成21年10月1日～平成22年9月30日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 25,000 11.4 750 ― 850 ― △500 ― △25.73



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注） 詳細は、６ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注） 詳細は、６ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社グループが現時点で入手した情報に基づき判断したもので、リスクや不確実性を含ん
でおり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。なお、業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利
用にあたっての注意事項等につきましては、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 ３.連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年9月期第2四半期 20,869,380株 21年9月期  20,869,380株

② 期末自己株式数 22年9月期第2四半期  1,438,224株 21年9月期  1,438,012株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年9月期第2四半期 19,431,268株 21年9月期第2四半期 19,783,385株



当第２四半期連結累計期間の世界経済は、不透明感はあるものの、各国の景気刺激策の効果などによ

り、総じて回復基調で推移しました。当社グループと深く関わる自動車及びエレクトロニクス業界では生

産の回復が力強いものとなり、設備投資においても、両業界ともアジア地域を主体に再開の動きが見られ

始めました。このような状況のもと、当社グループとしましては、各市場動向に応じ、消耗品および設備

品の拡販に努めました。  

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高117億72百万円(前年同期比9.2％減)、営業利

益４億14百万円(前年同期は68百万円の営業損失)、経常利益５億59百万円(前年同期は２億31百万円の経

常損失)となりました。  

 なお、四半期純損益は、繰延税金負債８億59百万円を計上したことなどにより、６億57百万円の四半期

純損失(前年同期比29.0％の四半期純損失減)となりました。当該繰延税金負債の計上は、外国子会社配当

益金不算入制度（平成21年度税制改正・平成21年４月１日以後に開始する事業年度から適用）の導入を背

景として、当社グループとしての資金効率を検討した結果、子会社配当方針を見直し、子会社から当社へ

の配当想定額が増額されたことによるものです。  

  

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。  

  

「溶接機器関連事業」  

 溶接機器関連事業につきましては、取引先である各国自動車メーカーが、昨年春以降、一般に生産を増

加させていることや、設備投資面でも、中国及び韓国メーカーを中心として生産ラインの更新や増強が行

われたことなどにより、売上は前年同期水準まで回復しました。また、利益面につきましても、前期に実

施した事業構造改革の寄与などにより改善しました。  

 この結果、部門売上高は77億34百万円(前年同期比1.3％減)となり、部門営業利益は６億４百万円(前年

同期は１億43百万円の営業損失)となりました。  

  

「平面研磨装置関連事業」  

 平面研磨装置関連事業につきましては、取引先であるシリコンウェーハなどの基板メーカーが、エレク

トロニクス製品向けの需要増から生産を増加させたことなどにより、消耗品の販売が堅調に推移しまし

た。一方、設備品につきましては、ハードディスク業界などが積極的な設備投資を開始したことにより受

注面では改善しましたが、受注から製品検収までに期間を要することから、顕著な売上増には至りません

でした。  

 この結果、部門売上高は40億38百万円(前年同期比21.3％減)、部門営業損失は１億98百万円(前年同期

は75百万円の営業利益）となりました。  

  

 

  

 

  

 

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報



  

所在地別セグメントの業績は、次のとおりであります。  

  

「日本」  

 売上高は58億39百万円(前年同期比26.1％減)、営業損失は４億89百万円(前年同期比45.9％の営業損失

減)となりました。売上は、溶接機器関連事業及び平面研磨装置関連事業において減少しましたが、利益

面につきましては、溶接機器関連事業における、前期に実施した事業構造改革などの改善寄与などによ

り、損失幅が縮小しました。  

  

「北米」  

 売上高は６億77百万円(前年同期比21.2％減)、営業損失は56百万円（前年同期比6.9％の営業損失増)と

なりました。第１四半期連結会計期間において、溶接機器関連事業の売上が低調に推移したことなどか

ら、売上・利益とも厳しいものとなりました。  

  

「豪州」  

 売上高は１億15百万円(前年同期比85.0％増)、営業利益は31百万円(前年同期は12百万円の営業損失)と

なりました。溶接機器関連事業の取引先である自動車メーカーが設備投資を行ったことなどにより、売

上・利益とも改善しました。  

  

「アジア」  

 売上高は66億24百万円(前年同期比26.4％増)、営業利益は９億90百万円(前年同期比11.7％増)となりま

した。溶接機器関連事業において、取引先である中国及び韓国の自動車メーカーが設備の更新や増強を行

ったことなどにより、売上・利益とも増加しました。  

  

「欧州」  

 売上高は３億31百万円(前年同期比62.9％減)、営業利益は７百万円(前年同期比93.0％減)となりまし

た。溶接機器関連事業の取引先である自動車メーカーの設備投資が一巡したことなどによるものでありま

す。  

  



(1) 資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期連結累計期間末における総資産は294億47百万円と、前連結会計年度末に比べて28億55百

万円増加しました。現金及び預金が６億90百万円、その他流動資産が６億５百万円減少した一方で、受取

手形及び売掛金が23億49百万円、たな卸資産が17億４百万円増加したことなどにより流動資産が26億34百

万円増加したことなどによります。 

 負債は105億90百万円と前連結会計年度末に比べて30億96百万円増加しました。有利子負債が７億70百

万円減少した一方で、支払手形及び買掛金が17億41百万円、その他流動負債が12億６百万円、その他固定

負債が８億93百万円増加したことなどによります。 

 純資産は188億57百万円と、前連結会計年度末に比べて２億41百万円減少しました。四半期純損失とな

ったことなどにより利益剰余金が８億51百万円減少した一方で、円安により為替換算調整勘定が４億35百

万円、外部株主が存在する連結子会社において純資産が増加したことなどにより少数株主持分が１億41百

万円、株式相場の上昇などによりその他有価証券評価差額金が33百万円増加したことなどによります。 

  

(2) キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物の残高は32億22百万円と、前連結会計年度末

と比べて83百万円減少しました。 

 営業活動により得られたキャッシュ・フローは５億96百万円となりました。売上債権の増加額が21億13

百万円、たな卸資産の増加額が15億73百万円となった一方、仕入債務の増加額が16億40百万円、前受金の

増加額が12億16百万円発生したことなどによります。 

 投資活動によって得られたキャッシュ・フローは２億94百万円となりました。定期預金の取得と払戻の

差による収入が６億86百万円、投資有価証券の売却による収入が37百万円となった一方、有形固定資産の

取得による支出が４億36百万円発生したことなどによります。 

 財務活動により支出したキャッシュ・フローは10億70百万円となりました。短期借入金の減少額が８億

74百万円、配当金の支払額が１億94百万円発生したことなどによります。 

  

当期の通期業績予想につきましては、溶接機器関連事業においてアジア地域での業績が順調に推移して

いることや、平面研磨装置関連事業においても受注が回復に転じていることもあり、売上高は、前回予想

を上回る見通しであります。また、利益につきましても、売上増加に伴い、営業利益・経常利益ともに前

回予想を上回る見通しであります。 

 なお、純利益につきましては、繰延税金負債８億59百万円を計上したことにより、当連結会計年度にお

いて、当初予想を下回る見通しとなりました。当該繰延税金負債の計上は、外国子会社配当益金不算入制

度（平成21年度税制改正・平成21年４月１日以後に開始する事業年度から適用）の導入を背景として、当

社グループとしての資金効率を検討した結果、子会社配当方針を見直し、子会社から当社への配当想定額

が増額されたことによるものです。 

 詳細につきましては、平成22年４月30日に開示しました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧下

さい。 

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報



該当事項はありません。 

  

  

①簡便な会計処理 

・棚卸資産の評価方法 

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ、正味売却価額を見積

もり、簿価切下げを行う方法、あるいは営業循環過程から外れた滞留品又は処分見込等の棚卸資産につ

いては帳簿価額を処分見込価額まで切り下げる方法によっております。 

  

・固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産につきましては、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定

する方法によっております。 

  

・法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する

方法によっております。 

  

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

  

  

  

  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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該当事項はありません。 
  

１ 事業の種類別セグメント 

  前第２四半期連結会計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年３月31日） 

 
（注）１ 事業区分の方法 

     事業区分は、製品の種類の類似性によっております。 

 ２ 各事業区分の主要な製品等は次のとおりであります。 

     溶接機器関連事業    ガン、電極、関連機器等 

   平面研磨装置関連事業  ラッピングマシーン、エッジポリッシャー等 

 ３ 事業区分の変更 

   従来、「抵抗溶接機器関連事業」と「レーザー溶接機器関連事業」に分類しておりましたが、今後溶接事

業としての一体性を持たせ事業展開していくという経営判断により、第１四半期連結会計期間より、両セグ

メントを統合し、名称を「溶接機器関連事業」に変更しております。 

 なお、従来の事業区分によった場合の事業の種類別セグメントは下記のとおりであります。 

  前第２四半期連結会計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年３月31日） 

 
  
  当第２四半期連結会計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年３月31日） 

 
（注）１ 事業区分の方法 

     事業区分は、製品の種類の類似性によっております。 

 ２ 各事業区分の主要な製品等は次のとおりであります。 

     溶接機器関連事業    ガン、電極、関連機器等 

   平面研磨装置関連事業  ラッピングマシーン、エッジポリッシャー等 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

溶接機器 
関連事業 
(百万円)

平面研磨装置
関連事業 
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結 
(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 3,303 1,442 4,745 ― 4,745

(2) セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,303 1,442 4,745 ― 4,745

営業費用 3,624 1,787 5,411 ― 5,411

営業損失(△) △320 △345 △666 ― △666

抵抗溶接機器 
関連事業 
(百万円)

レーザー
溶接機器 
関連事業 
(百万円)

平面研磨装置
関連事業 
(百万円)

計
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 3,281 22 1,442 4,745 ― 4,745

(2) セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 3,281 22 1,442 4,745 ― 4,745

営業費用 3,554 70 1,787 5,411 ― 5,411

営業損失(△) △ 272 △ 47 △ 345 △ 666 ― △ 666

溶接機器 
関連事業 
(百万円)

平面研磨装置
関連事業 
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結 
(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 4,399 2,063 6,463 ― 6,463

(2) セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

0 0 1 (1) ―

計 4,399 2,064 6,464 (1) 6,463

営業費用 3,944 2,137 6,081 (5) 6,075

営業利益又は営業損失(△) 455 △72 382 4 387



  前第２四半期連結累計期間（自 平成20年10月１日 至 平成21年３月31日） 

 
（注）１ 事業区分の方法 

     事業区分は、製品の種類の類似性によっております。 
 ２ 各事業区分の主要な製品等は次のとおりであります。 
     溶接機器関連事業    ガン、電極、関連機器等 
   平面研磨装置関連事業  ラッピングマシーン、エッジポリッシャー等 
 ３ 「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９号）

を第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価
の切下げの方法）に変更しております。この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累
計期間の売上総利益及び営業利益は溶接機器関連事業が86百万円、平面研磨装置関連事業が９百万円それぞ
れ減少しております。 

 ４ 事業区分の変更 
   従来、「抵抗溶接機器関連事業」と「レーザー溶接機器関連事業」に分類しておりましたが、今後溶接事

業としての一体性を持たせ事業展開していくという経営判断により、第１四半期連結会計期間より、両セグ
メントを統合し、名称を「溶接機器関連事業」に変更しております。 
 なお、従来の事業区分によった場合の事業の種類別セグメントは下記のとおりであります。 

  前第２四半期連結累計期間（自 平成20年10月１日 至 平成21年３月31日） 

 
  

  当第２四半期連結累計期間（自 平成21年10月１日 至 平成22年３月31日） 

 
（注）１ 事業区分の方法 

     事業区分は、製品の種類の類似性によっております。 
 ２ 各事業区分の主要な製品等は次のとおりであります。 
     溶接機器関連事業    ガン、電極、関連機器等 
   平面研磨装置関連事業  ラッピングマシーン、エッジポリッシャー等 

  

溶接機器 
関連事業 
(百万円)

平面研磨装置
関連事業 
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結 
(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 7,839 5,130 12,969 ― 12,969

(2) セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

0 0 0 (0) ―

計 7,839 5,130 12,970 (0) 12,969

営業費用 7,983 5,055 13,039 (0) 13,038

営業利益又は営業損失(△) △143 75 △68 ― △68

抵抗溶接機器 
関連事業 
(百万円)

レーザー
溶接機器 
関連事業 
(百万円)

平面研磨装置
関連事業 
(百万円)

計
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 7,790 48 5,130 12,969 ― 12,969

(2) セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

0 ― 0 0 (0) ―

計 7,790 48 5,130 12,970 (0) 12,969

営業費用 7,847 136 5,055 13,039 (0) 13,038

営業利益又は営業損失(△) △ 56 △ 87 75 △ 68 ― △ 68

溶接機器 
関連事業 
(百万円)

平面研磨装置
関連事業 
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結 
(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 7,734 4,038 11,772 ― 11,772

(2) セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

0 0 1 (1) ―

計 7,734 4,038 11,773 (1) 11,772

営業費用 7,129 4,236 11,366 (9) 11,357

営業利益又は営業損失(△) 604 △198 406 7 414



２ 所在地別セグメント 

  前第２四半期連結会計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年３月31日） 

 
（注）１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

 ２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

   (1)北米    アメリカ、カナダ、メキシコ 

   (2)豪州    オーストラリア 

   (3)アジア   韓国、中国、タイ、マレーシア、台湾、インド 

   (4)欧州    イギリス、フランス 

  

  当第２四半期連結会計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年３月31日） 

 
（注）１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

 ２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

   (1)北米    アメリカ、カナダ、メキシコ 

   (2)豪州    オーストラリア 

   (3)アジア   韓国、中国、タイ、マレーシア、台湾、インド 

   (4)欧州    イギリス、フランス 

  

日本 
(百万円)

北米 
(百万円)

豪州
(百万円)

アジア
(百万円)

欧州
(百万円)

計
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

(1)外部顧客に対する売上高 1,818 345 33 2,077 470 4,745 ― 4,745

(2)セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

490 0 △0 185 5 680 (680) ―

計 2,308 345 33 2,262 476 5,426 (680) 4,745

営業費用 3,365 400 21 1,883 392 6,063 (651) 5,411

営業利益又は営業損失(△) △1,056 △55 11 379 84 △637 (29) △666

日本 
(百万円)

北米 
(百万円)

豪州
(百万円)

アジア
(百万円)

欧州
(百万円)

計
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

(1)外部顧客に対する売上高 2,406 360 64 3,478 153 6,463 ― 6,463

(2)セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

852 33 0 227 11 1,125 (1,125) ―

計 3,259 394 64 3,705 164 7,588 (1,125) 6,463

営業費用 3,401 382 45 3,153 156 7,139 (1,063) 6,075

営業利益又は営業損失(△) △142 11 19 551 8 448 (61) 387



  前第２四半期連結累計期間（自 平成20年10月１日 至 平成21年３月31日） 

 
（注）１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

 ２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

   (1)北米    アメリカ、カナダ、メキシコ 

   (2)豪州    オーストラリア 

   (3)アジア   韓国、中国、タイ、マレーシア、台湾、インド 

   (4)欧州    イギリス、フランス 

 ３ 「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９号）

を第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価

の切下げの方法）に変更しております。この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累

計期間の売上総利益及び営業利益は日本が81百万円、北米が４百万円、アジアが10百万円それぞれ減少して

おります。  

  

  当第２四半期連結累計期間（自 平成21年10月１日 至 平成22年３月31日） 

 
（注）１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

 ２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

   (1)北米    アメリカ、カナダ、メキシコ 

   (2)豪州    オーストラリア 

   (3)アジア   韓国、中国、タイ、マレーシア、台湾、インド 

   (4)欧州    イギリス、フランス 

  

該当事項はありません。 

  

  

日本 
(百万円)

北米 
(百万円)

豪州
(百万円)

アジア
(百万円)

欧州
(百万円)

計
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

(1)外部顧客に対する売上高 6,389 832 61 4,799 886 12,969 ― 12,969

(2)セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

1,515 26 0 440 7 1,990 (1,990) ―

計 7,904 859 62 5,240 893 14,960 (1,990) 12,969

営業費用 8,808 912 74 4,354 784 14,934 (1,896) 13,038

営業利益又は営業損失(△) △904 △53 △12 886 108 25 (94) △68

日本 
(百万円)

北米 
(百万円)

豪州
(百万円)

アジア
(百万円)

欧州
(百万円)

計
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

(1)外部顧客に対する売上高 4,449 629 114 6,261 317 11,772 ― 11,772

(2)セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

1,390 47 0 363 13 1,816 (1,816) ―

計 5,839 677 115 6,624 331 13,588 (1,816) 11,772

営業費用 6,329 734 83 5,633 323 13,104 (1,746) 11,357

営業利益又は営業損失(△) △489 △56 31 990 7 483 (69) 414

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



 (1)生産実績 

当第２四半期連結累計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであ

ります。 
  

 
(注) １ セグメント間取引については、相殺消去しております。 

２ 金額は、販売価格で表示しております。 

３ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

 (2)受注実績 

当第２四半期連結累計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであ

ります。 
  

 
(注) １ セグメント間取引については、相殺消去しております。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

３ 平面研磨装置関連事業の受注高及び受注残高は、同事業の事業領域の一つであるハードディスク業界を中心

として設備投資意欲が回復してきた影響で、前年同期と比べ増加しております。 

  

 (3)販売実績 

当第２四半期連結累計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであ

ります。 
  

 
(注) １ セグメント間取引については、相殺消去しております。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

  

6. その他の情報

・ 生産、受注及び販売の状況

事業の種類別セグメントの名称 生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

溶接機器関連事業 6,109 18.3

平面研磨装置関連事業 1,900 0.8

合計 8,009 13.6

事業の種類別セグメントの名称 受注高(百万円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(百万円)

前年同四半期比
(％)

溶接機器関連事業 8,532 32.4 2,222 80.4

平面研磨装置関連事業 8,968 382.4 6,187 231.4

合計 17,501 110.7 8,409 171.3

事業の種類別セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

溶接機器関連事業 7,734 △1.3

平面研磨装置関連事業 4,038 △21.3

合計 11,772 △9.2
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